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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 17,576 △3.9 1,562 △12.4 1,325 △19.8 1,242 45.9
22年3月期第3四半期 18,285 △5.0 1,784 △10.9 1,652 △10.7 851 △50.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 6.79 ―

22年3月期第3四半期 4.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 53,031 43,446 81.7 239.72
22年3月期 53,220 44,277 83.0 240.23

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  43,341百万円 22年3月期  44,164百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想） 3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,200 △1.6 2,200 4.1 1,850 △5.1 1,600 240.1 8.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 208,195,689株 22年3月期  208,195,689株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  27,398,529株 22年3月期  24,348,931株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 183,052,653株 22年3月期3Q 183,881,288株



○添付資料の目次 

 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

 

2. その他の情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

(1) 重要な子会社の異動の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

3. 四半期連結財務諸表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(1) 四半期連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

(2) 四半期連結損益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

(4) 継続企業の前提に関する注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

(5) セグメント情報等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 

 

 

 

アツギ株式会社（3529）平成23年3月期　第3四半期決算短信

1



 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で景気回復の兆しが見られましたが、円高進行などによ

り企業収益への影響が懸念され、引き続き厳しい雇用情勢、所得環境などから、景気の先行きは不透明なまま推移し

ております。繊維業界においても、消費者の節約志向や低価格志向などが影響し、依然として厳しい環境にありま

す。 

このような状況において、当社グループは、原料加工から最終製品までを一貫生産し販売する専業メーカーとして

の特性を活かし、価格を上回る価値ある商品の企画開発と、グループ全社を挙げて効率性アップに取り組み、収益

改善に努めておりますが、個人消費の低迷の影響を受け、厳しい経営環境が続いております。 

この結果、当第 3 四半期連結累計期間の売上高は 17,576 百万円(前年同期比 3.9％減)、営業利益は 1,562 百万

円(前年同期比 12.4％減)、経常利益は 1,325 百万円(前年同期比 19.8％減)、四半期純利益は 1,242 百万円(前年同

期比 45.9％増)となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

靴下部門は、引き続きレギンス、トレンカやセパレート商品などがシーズンを通し好調に推移しましたが、依然と

してプレーンストッキングなどのベーシック商品は低迷し、季節商品も厳しく、落ち込み分をカバーしきれず、同部

門の売上高は 14,212 百万円(前年同期比 5.2％減)となりました。 

インナーウエア部門は、主力商品のブラジャー及び、ジュニア向け商品が順調に推移した結果、売上高は

2,432 百万円(前年同期比 0.8％増)となりました。 

これらの結果、繊維セグメント全体では売上高 16,644 百万円(前年同期比 4.4％減)、営業利益は 1,233 百万円

(前年同期比 14.2％減)となりました。 

なお、繊維事業についてはセグメント区分に変更はなく、前年同期増減率を参考として記載しております。 

 

〔不動産事業〕 

不動産事業については、依然厳しい状況は継続しており、不動産セグメント全体では売上高 589 百万円、営業

利益は 317 百万円となりました。 

 

〔その他の事業〕 

その他の事業については、介護用品が引き続き堅調に推移し、セグメント全体では売上高 342 百万円、営業利

益は 11 百万円となりました。 

 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

〔連結財政状態〕 

当第 3 四半期連結会計期間末における総資産は 53,031 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 188 百万円

減少いたしました。主な増減内容は、現預金の減少 629 百万円、売上債権の増加 536 百万円、たな卸資産の増

加 174 百万円、投資有価証券の減少 326 百万円等によるものであります。 

負債の部は、9,585 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 642 百万円増加いたしましたが、仕入債務の増加

439 百万円、時価評価による通貨オプションの増加 515 百万円等によるものであります。 

純資産の部は、43,446 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 830 百万円減少いたしました。四半期純利益

を 1,242 百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 551 百万円により、利益剰余金が 690 百万円増加となり

ましたが、市場買付による自己株式の取得等 313 百万円により、株主資本合計は 377 百万円増加となりました。ま

た、評価・換算差額等は 1,200 百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金、繰延ヘッジ損益及び為替

換算調整勘定の減少によるものであります。 

この結果、当第 3 四半期連結会計期間末の自己資本比率は、81.7％(前連結会計年度末は 83.0％)となりまし

た。 
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〔連結キャッシュ･フローの状況〕 

営業活動によるキャッシュ･フローは、税金等調整前四半期純利益 1,294 百万円の計上と、減価償却費 806   

百万円、売上債権の増加 546 百万円等により、差引 1,657 百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ･フローは、主に有形固定資産の取得により 1,129 百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ･フローは、配当金の支払い 543 百万円、自己株式市場買付等 313 百万円で、857

百万円の支出となりました。 

この結果、当第 3 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

666 百万円減少し、9,284 百万円となりました。 

 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しについては、依然として先行き不透明な経済情勢が続くことが予想されます。当社グループを取巻く

環境は引き続き厳しい状況で推移していくものと予想される中で、価格を上回る価値ある商品作りと経営の効率化、

合理化を進め目標達成に全力を挙げて取り組んでまいります。その結果、平成 22 年 10 月 22 日に公表の業績予想

から変更はありません。 

 

 

2. その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要  

    ①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

    会計基準等の改正に伴う変更  

    ①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

当第 1 四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月

31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31

日）を適用しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

    ②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第 1 四半期連結会計期間より「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年３月 10 日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月

10 日）を適用しております。これによる影響はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,321 9,951

受取手形及び売掛金 4,096 3,559

商品及び製品 3,498 3,164

仕掛品 1,663 1,849

原材料及び貯蔵品 466 440

繰延税金資産 272 273

その他 268 210

貸倒引当金 △22 △13

流動資産合計 19,565 19,434

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,921 6,125

機械装置及び運搬具（純額） 2,866 3,292

工具、器具及び備品（純額） 105 114

土地 16,758 16,758

建設仮勘定 953 291

有形固定資産合計 26,605 26,583

無形固定資産 490 476

投資その他の資産   

投資有価証券 5,733 6,060

その他 641 670

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 6,370 6,726

固定資産合計 33,466 33,785

資産合計 53,031 53,220
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,510 2,070

未払法人税等 63 82

賞与引当金 40 151

その他 2,570 2,102

流動負債合計 5,184 4,406

固定負債   

繰延税金負債 － 78

再評価に係る繰延税金負債 2,460 2,460

退職給付引当金 1,324 1,347

その他 615 649

固定負債合計 4,401 4,536

負債合計 9,585 8,942

純資産の部   

株主資本   

資本金 31,706 31,706

資本剰余金 11,389 11,389

利益剰余金 6,648 5,957

自己株式 △2,723 △2,409

株主資本合計 47,020 46,642

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △150 112

繰延ヘッジ損益 △1,402 △886

土地再評価差額金 △1,483 △1,483

為替換算調整勘定 △643 △220

評価・換算差額等合計 △3,678 △2,478

少数株主持分 105 112

純資産合計 43,446 44,277

負債純資産合計 53,031 53,220
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 18,285 17,576

売上原価 11,252 10,776

売上総利益 7,032 6,799

販売費及び一般管理費 5,248 5,237

営業利益 1,784 1,562

営業外収益   

受取利息及び配当金 118 130

持分法による投資利益 18 27

その他 66 61

営業外収益合計 203 219

営業外費用   

租税公課 23 27

為替差損 272 392

その他 40 36

営業外費用合計 335 456

経常利益 1,652 1,325

特別利益   

投資有価証券売却益 13 3

特別利益合計 13 3

特別損失   

固定資産除却損 5 17

固定資産売却損 － 0

投資有価証券評価損 555 13

投資有価証券売却損 － 3

事業再編損 196 －

特別損失合計 757 35

税金等調整前四半期純利益 908 1,294

法人税、住民税及び事業税 53 47

法人税等調整額 △3 0

法人税等合計 50 48

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,245

少数株主利益 5 3

四半期純利益 851 1,242
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 908 1,294

減価償却費 896 806

のれん償却額 35 34

事業再編損失 177 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △134 △21

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 8

賞与引当金の増減額（△は減少） △135 △110

受取利息及び受取配当金 △118 △130

持分法による投資損益（△は益） △18 △27

投資有価証券売却損益（△は益） △13 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 555 13

有形固定資産売却損益（△は益） － 0

有形固定資産除却損 5 17

売上債権の増減額（△は増加） △788 △546

たな卸資産の増減額（△は増加） 372 △234

仕入債務の増減額（△は減少） △29 478

未払消費税等の増減額（△は減少） 63 △4

その他 38 △16

小計 1,814 1,562

利息及び配当金の受取額 123 132

法人税等の支払額 △61 △38

法人税等の還付額 37 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,914 1,657

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △37

定期預金の払戻による収入 100 －

有形固定資産の取得による支出 △302 △984

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 △5 △79

投資有価証券の取得による支出 △575 △182

投資有価証券の売却による収入 530 153

投資活動によるキャッシュ・フロー △252 △1,129

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △544 △543

自己株式の増減額（△は増加） △7 △313

財務活動によるキャッシュ・フロー △551 △857

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45 △336

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,064 △666

現金及び現金同等物の期首残高 7,693 9,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,757 9,284
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(4)　継続企業の前提に関する注記

　 該当事項はありません。

(5)　セグメント情報等

　【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年12月31日）
（単位：百万円）

繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連結

17,402 883 18,285 - 18,285

17,403 883 18,286 (1) 18,285

1,437 347 1,784 (0) 1,784

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２ 事業の内容

(1) 繊維事業・・・・・靴下及びインナーウエア等の製造及び販売

(2) 非繊維事業・・・不動産の販売及び賃貸、介護用品の製造及び販売

　【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年12月31日）
（単位：百万円）

日本 中国 計 消去又は全社 連結

17,869 416 18,285 - 18,285

18,127 3,297 21,425 (3,139) 18,285

1,888 200 2,089 (305) 1,784

　【海外売上高】

前第３四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年12月31日）

　 海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　【セグメント情報】

　（追加情報）

3,139 (3,139) -2,881

   当第１四半期連結会計期間より 「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しています。

258

営業利益

　　又は振替高

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高

計

　　又は振替高

営業利益

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高
-1 -

計

(1)1
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1.　報告セグメントの概要

２.　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間　（平成22年４月１日　～　平成22年12月31日）
（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 小計

16,644 589 17,234 342 17,576 - 17,576

16,646 589 17,235 342 17,577 (1) 17,576

1,233 317 1,550 11 1,562 (0) 1,562

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の製造、仕入及び販売であります。

２ セグメント利益の調整額はセグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(6)　株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　 該当事項はありません。

報告セグメント
その他

   当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

   当社グループは、婦人靴下の製造販売を主要な事業として展開しており、「繊維事業」「不動産事業」を報告セグ

メントとしております。

   「繊維事業」は、主に婦人靴下、インナーウエアの製造及び販売を行っております。「不動産事業」は、分譲土地

の購入及び販売、土地及び建物の賃貸事業を行っております。

四半期連結
損益計算書

計上額

1 (1)1 -- 1-

調整額合計

計

セグメント利益

(2) セグメント間の内部売上高

　　又は振替高

　売上高

(1) 外部顧客への売上高
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